
　　　　　　　１）ニス

　　　　　　２）魂柱

　　　　　３）駒

　　　　４）弦

　　　５）にかわ　楽器の接着剤　楽器の接着剤

　　６）楽器の調整

　７）ラベル

８）楽器の値段

外国ではたくさん楽器に関するよい書物が出版されています。彼らは
プロ、アマ、学生を問わず楽器について分別のある価値観や取り扱い
方に興味を持ち、管理できている人が多いです。しかし日本に帰って
から驚いたことには弦楽器に関して無知な人があまりにも多く、考え
られないようなおかしな知識が氾濫していたり、楽器の知識が未熟な
人によって起こった事故を数多く見てきました、楽器の取り扱いに自
信のない人はまず読でください。

イチイ ヒロキ
Violin Workshop

ヴァイオリン・ヴィオラ・チェロ　　輸入・販売・修理・調整・製作



イチイ ヒロキ
Violin Workshop

ヴァイオリン・ヴィオラ・チェロ　　　輸入・販売・修理・調整・製作

◆　http://www.violin-workshop.com

◆　〒602-0825京都市上京区寺町通今出川上ル表町31  
◆　Tel. 075-251-0724  Fax. 075-251-0726

◆　e-mail: hiroki@violin-workshop.com 今出川通

河
原
町
通

烏
丸
通

寺
町
通

京都御所

京
阪
出
町
柳
駅

鴨
川

枡形商店街

川
端
通

イチイヒロキ
Violin Workshop

N地
下
鉄
今
出
川
駅

日本弦楽器製作者協会正会員
イチイヒロキ著

© Ichii Hiroki Violin Workshop. All rights reserved.

１）ニス

　弦楽器は、ヨーロッパの長い歴史と文化のもとで発展してきました。私はフィレンツェでヴァイオリン製作をしていましたが、高

級な古い家具の修理などの仕事も頼まれたことがあり、ヴァイオリンの頭の形やパフリングやｆ孔のデザインと家具との親密性を感

じたことが多くあります。美しい曲線によって作られたテーブルの回りにパフリングの入った物や、幸運にも保存されていた17世紀

の北イタリアの家具の中に健康状態の良いストラディヴァリのニスと同じような物を見かけたりもしました。古い楽器が当時の家具

作りと同じ技術によって作られていたわけです。ところが近代の木工工芸品などは工場で大量に安く作られ、多くの仕事は機械によ

ってなされ、接着剤、吹き付けの堅牢なニスが多用されています。

　ニスに関して書くなら本が一冊書けるので、今それについて詳しくは述べませんが、ストラディヴァリが使っていた時代のニスの

成分は年月とともに酸化してしまって、現代の発達した科学を使っても解明することはまだできないのです。しかしなぜその後その

ニスが使われなくなったのかに関して、一つ興味深い理由があります。17世紀の終わり頃シェラック (gomma lacca伊)という樹脂

が輸入されはじめ、ヨーロッパの間でも使われ始めました、なぜならば以前に使われていたニスより使いやすく、しかも丈夫で値段

も安かったからです。18世紀から19世紀にかけての楽器作りや家具屋にとっては、大変便利だったわけです。不幸にも18世紀の半

ばからクレモナでもこのニスが使われはじめ、たくさんの楽器が台無しになってしまいました。ニスは年月がたつにつれて変化して

いきますし、材木の繊維の結晶化が進んできます。できたときの楽器が良くても200年後のニスによる弊害を予測するのは困難だっ

たのでしょう。近代になってから楽器作りがそのことに気ずき始めたわけです。

　おわかりになったと思いますが、楽器は敬意ある歴史と文化の遺産です。300年前の技術で楽器が未だに作られているのは、それ

なりの理由があるのです。楽器のニスは大変デリケートです。ウイスキーの一滴でもニスを損なうことがあります。楽器は、掃除一

つにしても現代の家具と同じようにはできないです。洗剤などは絶対使わないで下さい。化粧品に使用されている成分にもニスに影

響を与えるものが多く使われています。熱にも弱く、暑いところに置いておくとニスが溶けたりします。急激な温度や湿度の変化に

は気を付けてください、割れやはがれの原因の一つです。特に日本の夏は湿度が高いので注意が必要です。

　最近の事例から：

（事例）モダンイタリアの楽器（オイルニス）に、弦楽器専用として販売されている磨きオイル（イダオイル）を使用して、ニスの

表面全体が白濁した。（理由と対策）この磨きオイルにはテレピン湯が含まれていると思われ、多用するとニスが溶け、白濁する。

こうしたたぐいの商品はよく注意して購入し、多く使いすぎないこと。万一トラブルが起こったら、専門の職人に任せましょう。

ポリッシュ、オイルについて

　楽器みがき用のいわゆるPolichやOilなどが販売されていることがまれにありますが、これらは高価な楽器にはどれもおすすめする

ことはできません。目的などによっていろいろな成分の配合が存在しますが多くの場合磨き粉とワックスの成分が含まれていること

が多く、これらを使用すると楽器がきれいになったように見えますが楽器表面を磨き粉で傷つけて本来ニスに使われないはずの成分

（ワックス）をニスの表面にのこしているのです。使い続けるとニスに害がありますし、暖かい日など汗などでニスの表面のワック

スがとれて表面の艶がなくなって汚くなってしまったりします。また溶剤が含まれているものは溶剤の質、量、また楽器のニスによ

っては、ニスが汚くなることもあります。楽器修理職人は溶剤がかなり多く含まれている物を使いますが、それなりの知識と熟練し

た腕と経験が必要ですので一般の方はまねしないでください。
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２）魂柱

　あなたは、ご自分の楽器の鳴りに十分満足されていますか？E線が鳴らないとか、G線が鳴らないとか、G線の音が弱いとか、音色が固すぎる

とか・・。もちろん楽器自体の性質によってそれぞれ本来の音色はちがうのですが、駒や魂柱を調整することによって、驚くほど改善されること

がしばしばあるのです。そこで、今回は、「魂柱」のお話をしましょう。

　魂柱は駒の向かって右足の下に立っていて、右側のf孔からのぞけば見える直径約６mm（ヴァイオリンの場合）の丸い棒です。立っている位

置をわずか１mmでもずらすと、楽器の音がずいぶん変わります。魂柱は表板と裏板の圧力だけで立っていて、簡単にずらすことのできる物なの

です。あなたの楽器の魂柱の位置はあなた自身の手によって確かめることができます。簡単な方法を書きますと、名刺の厚さくらいの紙切れをf

孔から下の図のように魂柱にコツンと当たるまでそっと入れてみて下さい。駒の足からの距離を木目に直角方向と平行方向に計るわけです。

　楽器の調整をしていると、時々、魂柱の位置があまりにも悪かったり、表板と裏板にぴったりと合ってなかったり、軸が回ってずれていたり、

ひどいときには魂柱の木目の方向を間違って立ててあったりします。そのような魂柱であれば楽器が正常に鳴らないのも当然といえるでしょう。

場合によってはきちんと作られていない魂柱を使ったために、表板の裏側が傷ついている楽器を見ることも希ではないのです。

　魂柱を動かすのはやはり信頼のできる職人に任せた方がよいでしょうが、ご自分の楽器を一度チェックなさってみてはいかがでしょう。魂柱の

大切な条件は、位置、長さ、太さ、それに表・裏板との接触面がピッタリあっていることです。

　前回にも述べた通り、魂柱の位置によって音が変わりますが、魂柱の長さや太さによっても音は変化します。一般的に、魂柱を駒に近づけると

音が大きく硬くはっきりしてきます。逆に遠ざけると柔らかくなりますが音が弱くなり、遠くに響きにくくなります。また、恐ろしく単純にいえ

ば、魂柱をｆ孔の方にもってくると高音が良く鳴り、中央に近づけると低音が良くでます。この横方向の移動についてはいろんな条件が複雑に関

係し、本当は一概には言えないのですが。また、魂柱を長くすると高音が良く鳴るようになりますが音が堅くなります。

　魂柱を動かすときに、一つの条件を変えるとほかの条件も変わってくるので、同時にたくさんのことを考慮しなければなりません。また例外も

多いのです。と言ったわけで、魂柱を調整するのは、駒や楽器自体の作りを考慮に入れながら、経験とセンスをもって行われなければなりません

。楽器も年月によって鳴り方が変わってきますし、演奏家が楽器に対して持つ要求も演奏が上達すると共に変わったりするでしょう。ヴァイオリ

ニストとしての経験を生かしながら楽器を調整していますので、お気軽にご相談下さい。

　左の図は駒の足と魂柱の位置関係です。図の通り駒と魂柱の間はヴァイオリンの場

合約１～５mm（チェロの場合約５～１２mm）、駒と魂柱の右側が縦に揃っている

状態（チェロの場合約５mm左側）が標準的な位置です。（人によって多少見解が異

なります）

　また、魂柱自体の長さをわずかに変えることによっても音が変わります。ときに、

魂柱をずらした際、楽器がその魂柱の位置になれるまで日数がかかったりします。魂

柱の位置を決めるに当たっては楽器の性格を考慮した上で考える必要があるので一概

には言えません。それに楽器の性質も年月とともに少しずつ変わっていきます。です

から理想的な魂柱の位置も変化していくものと考えられます。職人の立場としては、

演奏家の皆さんに満足のいく調整をするためには、長年の経験によって鍛えられた耳

と、センスが必要な仕事のうちの一つでしょう。

1 ~ 5 mm.

0 ~ 2 mm.
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３）駒

　駒には色々な形があり、それぞれに特徴がありますが、今回はそれらの個々について述べることは割愛し、い
ずれにも共通した基本的で大切なことをお話しします。

　まず、駒の位置ですが、左右のｆ字孔の切れ込みをつないだ線上に駒の足があるのが正しい位置です。そして
指板の頭の方からながめて、駒が中央にあり、また表板に対して駒の裏面が垂直に立っていることが必要です。
この三方向からの位置確認を絶えず行い、駒がおじぎをしてこないよう注意して、いつも修正する心がけをして
ください。駒を少し動かすときは、テールピースの下に柔らかい物をひいて、弦をある程度ゆるめ、弦と表板の
間に指を入れ（こつです）、駒が急にバチンと倒れないように注意しながら、少しずつ修正して下さい。

　駒の厚さは、一般的に薄くすれば、高音までリスポンスのいい抜けのいい音になりますが、あまり薄くしすぎ
ると、かえって貧弱な音色になってしまいます。とくに楽器の表板が平坦な（フラットな）楽器ではこの傾向が
強いようです。また、駒の材料としては、古くて硬いものが良い結果を生むようです。（古いというのはおわか
りだと思いますが使われて古くなった物ではないです）

　駒を製作する際、表面から削りを入れて厚さの調整をしますが、裏面からは削りません。また、駒の足は、楽
器の表板にあわせて曲面にピッタリと合うように削ります、チェロの場合は弦の圧力で足が１ミリほど開いた状
態で。駒の頭の曲線や糸溝の幅は、演奏しやすいように作りますが、この微妙なニュアンスは、職人にも演奏家
としての経験があれば最高です。

　一つ一つの楽器に合わせて入念に作られる駒。変形しないよう、いつもチェックをお忘れなく。

表板の端から195mm.

駒の足の厚みの真ん中を
F孔の内側の刻みに合わせる

駒の裏の面を90°に
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４）弦

　弦にはたくさんの種類があります。楽器の音色は使われている弦によって結構左右されます。しかしあまりに
もたくさんの種類があるので、弦選びにお困りの方もいらっしゃるのではないでしょうか。売られている弦のパ
ッケージを見ると、メーカーや商品名は、大きく書かれていますが、物理的な構造の違いなどはスミの方に小さ
く、しかも外国語で記されています。初めて見る人や初心者の人にわかりにくいのも当然のことです。しかし、
弦の特色を知ることは演奏家としての最小限の知識であり、楽器の特性を最大に引き出すためには重要な事です
。

　弦を構造的な違いから区別していきましょう。まずヴァイオリンの場合一番線にスチール以外の弦が使われる
ことは古楽器をのぞいては無いので考慮外です。弦は大きく分けて、ガット弦（羊の腸で出来ている）とナイロ
ン弦とスチール弦（金属）の３種類に分けることが出来ます。外から見える部分でなく、実際に張力のかかる心
線の材質で決まります。楽器の構造や演奏の形態が時代と共に変化してきたのと同様に、弦も様々な改良がくわ
えられる事により、色々な種類ができてきました。オリジナルの弦は、裸のガット弦でした。さらに大きな音を
出すために金属が回りに巻かれるようになり、そしてスチール弦ができ、さらにスチール弦に金属線を巻いたり
、またガットの代わりにナイロンを使用する弦が出現しました。今でも様々な合成繊維が弦のために開発されて
行ってますし、金属でもタングステン合金の弦もよく見かけるようになりました。

　では、実際に弦を選ぶときはどの様にすればよいのでしょうか？　楽器の特徴や演奏家の腕も、弦を選ぶとき
に考慮しなければなりません。一般的にヴァイオリンですと年月の経った楽器は、ガット弦の方が独特の美しい
音がでることも多いですが、近代の楽器や大きな音を出したい人、また発音の良い音をのぞむ人は、ナイロン弦
を使用する場合が多いです。初心者の場合、ガット弦は湿度や温度に敏感で狂いやすいので、調弦の都合上扱い
やすいのは、スチール弦がもちいられます。またチェロの場合は、ガット弦やナイロン弦では音が弱々しくなり
すぎるので、スチール弦が好まれています。

　具体的に弦のメーカー名と種類の名前を並べてみましょう。古くから大手のメーカーであるピラストロ社の場
合、オリーヴ（Oliv）、オイドクサ（Eudoxa）などがガット弦で、シノクサ（Synoxa）、トニカ（tonica）な
どがナイロン弦、そしてクロムコア（Chromcor）はスチール弦です。また、ウィーンのメーカー・トーマステ
ィーク社の、ドミナント（Dominant）はナイロン弦。スピロコア（Spirocore）はスチール弦です。そのほか
にもたくさん弦を作っているメーカーがあります。その上同じ名前の弦でも、太さなどに変化を与えて細かく種
類分けされています。例えば、ピラストロのオイドクサのA線は、７種類の太さがあり、（13 3/4）などと書か
れているのがそれです、もっとも普通標準的な太さ以外の弦を見つけることは困難ですが。一般的によく見かけ
る表記方法ではweich, dolce, soft, lightが細めで mittel, mediumが標準。stark, forte, strongと表記されてい
るのが太めです。英語であったりドイツ語であったり、フランス語、イタリア語様々な言語が使われてます。

　弦について質問がある方や楽器との相性などに疑問がおありの方は演奏家、楽器製作家としてアドヴァイスさ
せていただきます。


